
操作マニュアル
ヤマハ製品をお買い上げいただきありがとうございます。
お使いになる前に本書をよくお読みになり、正しく設置や設定
を行なってください。冊子の「取扱説明書」に記載されている
警告や注意を必ず守り、正しく安全にお使いください。本書は
なくさないように、大切に保管してください。
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はじめに
お買い上げいただきありがとうございます。
本製品は中・小規模の企業ネットワークに適した、無線 LANアクセスポイントです。

 本書以外の説明書もご覧ください

 本書は基本的な機能を使用するための情報を記載しています

用途に合わせて、以下の情報もご覧ください。
• 取扱説明書 (冊子 )：本製品をお使いになる上での注意事項や設置方法につい
て記載されています。

• 無線設定ガイド (別紙 )：無線 LANを設定するための情報が記載されていま
す。

•「Web設定画面」のヘルプ：各設定項目についての詳しい説明が記載されて
います。「Web設定画面」の「ヘルプ」をクリックしてください。
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 本書の表記について

 略称について

本書ではそれぞれの製品について、以下のように略称で記載しています。
• ヤマハ WLX202：本製品
• Microsoft ® Windows ®：Windows
• Microsoft ® Windows ® 7：Windows 7
• Microsoft ® Windows ® 8.1：Windows 8.1
• Microsoft ® Windows ® 10：Windows 10
• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T ケーブル：LANケーブル

 商標について

本書に記載されている会社名、製品名は各社の登録商標あるいは商標です。

 設定例について

本書に記載されている IP アドレスなどは、説明のためのものです。実際に設定
するときは、ご利用環境に合わせたものをお使いください。

 詳細な技術情報について

本製品を使いこなすためには、インターネットやネットワークに関する詳しい
知識が必要となる場合があります。詳しくは市販の解説書などを参考にしてく
ださい。

• 本書の記載内容の一部または全部を無断で転載することを禁じます。
• 本書では、発行時点の最新仕様で説明をしております。本書の最新版につきまし
ては、下記のWeb サイトからダウンロードしてお読みいただけますよう、お願
いいたします。
http://www.rtpro.yamaha.co.jp/RT/manual.html

• 本製品を使用した結果発生した情報の消失などの損失については、弊社では責任
を負いかねます。保証は本製品の物損の範囲に限ります。あらかじめご了承くだ
さい。
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第 1章 「Web設定画面」について
「Web設定画面」を開くには
本製品の設定変更は、「Web設定画面」から行ないます。「Web設定画面」を開くに
は、本製品と同じネットワークに接続したパソコンから操作してください。

ご注意
本書ではWindows 7 で Internet Explorer 11 を使用した場合の「Web設定画面」
を例に説明します。他の環境の場合は画面表示が多少異なりますが、基本的な操作は
同じです。

1 Internet Explorer を起動する。

2 アドレスバーに「http://( 本製品に設定した IP アドレス )/」と半角英数
字で入力し、Enter キーを押す。
「ユーザー名」と「パスワード」を入力する画面が表示されます。

ヒント
初期値では本製品の IP アドレスは「192.168.100.240」に設定されています。

ご注意
本製品を工場出荷状態 (初期化状態 )で弊社の L2MSコントローラー機能が搭
載されたルーターやスイッチの配下に設置した場合、本製品の IP アドレスは初
期値から変更されている場合があります。本製品の IP アドレスを確認してアド
レスバーに入力してください。IP アドレスの確認方法は、「本製品の情報を表
示する」(74 ページ ) をご覧ください。
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第 1章   「Web設定画面」について
3 「ユーザー名」欄に「admin」、「パスワード」欄に設定した管理パス
ワードを半角英数字で入力し、「OK」をクリックする。
「Web設定画面」のトップページが表示されます。

ヒント
工場出荷状態では管理パスワードは設定されていません。

ご注意
• 管理パスワードは変更できます。詳しくは、「管理パスワードを変更する」
(13ページ ) をご覧ください。

•「Web設定画面」が表示されないときは、「「Web設定画面」で設定できな
い」(107ページ ) をご覧ください。
WLX202 操作マニュアル　9



第 1章   「Web設定画面」について
「Web設定画面」の見かた

現在の画面名を示します。

メニューで選択した内容を表示します。
設定項目を切り替えるためのメニューです。

ヘルプ画面を表示します。
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第 1章   「Web設定画面」について
推奨Webブラウザーについて
「Web設定画面」は、下記のWebブラウザーでご利用いだたくことを推奨します。

Windows
• Microsoft Internet Explorer 11
• Mozilla Firefox
• Google Chrome

Macintosh
• Apple Safari

iOS
• Apple Safari

Mozilla Firefox、Google Chrome、Apple Safari の推奨バージョンについては、下
記のURL をご覧ください。
http://www.rtpro.yamaha.co.jp/RT/FAQ/gui/browser.html
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第 2章 本製品の基本設定
本製品の情報を設定する
本製品の名称と設置場所を設定できます。ここで設定した値は、トップページやシス
テム情報のページで表示されます。 

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「基本設定」を順に
クリックする。
「基本設定」画面が表示されます。

2 「本製品の情報」項目で本製品の情報を入力する。
「名称」欄には、初期値として「機種名 _シリアル番号」が設定されています。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存され、名称と設置場所が変更されます。
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第 2章   本製品の基本設定
管理パスワードを変更する
本製品の管理パスワードを変更できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「基本設定」を順に
クリックする。
「基本設定」画面が表示されます。

2 「管理パスワード」項目で「変更する」を選択し、新しい管理パスワー
ドを入力する。
入力したパスワードは、●で表示されます。

3 手順 2で入力した管理パスワードを再度入力する。
入力したパスワードは、●で表示されます。

4 「設定」をクリックする。
設定内容が保存され、管理パスワードが変更されます。
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第 2章   本製品の基本設定
日付と時刻を設定する

 手動で設定する
本製品の日付と時刻を手動で設定できます。

ご注意
本製品は電池による時計のバックアップは行ないません。このため本製品の電源が
切れると時計は初期化されます。
日付と時刻を手動で設定している場合、本製品の電源を入れ直したときには日付と
時刻の設定を再度行なってください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「日付と時刻」を
順にクリックする。
「日付と時刻」画面が表示されます。

2 「手動設定」欄で、「下記設定時刻に変更する」にチェックを付け、
年月日と時刻を入力する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存され、日付と時刻が変更されます。
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第 2章   本製品の基本設定
 NTPサーバーを利用して設定する
NTPサーバー (時刻配信サーバー )を利用し、本製品の日付と時刻を設定できま
す。

ご注意
NTPサーバーを利用する場合は、本製品がNTPサーバーにアクセスできる環境に
設置されている必要があります。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「日付と時刻」を
順にクリックする。
「日付と時刻」画面が表示されます。

2 「問合せ先NTPサーバー」欄に、NTPサーバーの IP アドレスまたはホ
スト名を入力する。

3 「即時設定」をクリックする。
NTP サーバーとの時刻同期が行なわれ、日付と時刻が変更されます。

4 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。

 日付と時刻を自動調整する場合

NTP サーバーを利用し、自動的に日付と時刻を調整できます。「NTPサーバー
による自動調整」欄で、NTPサーバーに問い合わせを行なう契機を設定してく
ださい。
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第 2章   本製品の基本設定
本製品のネットワーク設定を変更する
本製品を設置するネットワークに合わせ、本製品の LANポートの設定を変更できま
す。

ご注意
本製品の IP アドレスを変更した場合は、「Web設定画面」に接続し直す必要がありま
す。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「ネットワーク設定」－「LANポー
ト設定」を順にクリックする。
「LANポート設定」画面が表示されます。

2 ネットワーク設定を変更する。

ご注意
DHCPサーバーを無効にする場合は、設置するネットワークに合わせ「IP アド
レス (IPv4)」、「ネットマスク」、「デフォルトゲートウェイ」、「DNSサーバー」
を設定してください。
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第 2章   本製品の基本設定
3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 3章 無線 LANを設定する
無線 LANの基本設定を行なう
無線 LANを使用するための基本的な項目を設定できます。本書では、2.4GHz 帯の基
本設定を例に説明します。
また、ここで設定する項目は、同じ帯域の無線モジュールをバインドするすべての仮
想アクセスポイントに共通の設定となります。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「2.4GHz 基本」を順
にクリックする。
「2.4GHz 基本設定」画面が表示されます。

2 無線 LANの基本設定を変更する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 3章   無線 LANを設定する
自動チャンネル変更を設定する
指定時刻に自動的にチャンネルを変更するか否かを設定できます。本書では、2.4GHz
帯の自動チャンネル変更の設定を例に説明します。

ご注意
指定時刻に自動的にチャンネルを変更するためには、無線 LANの基本設定で「チャン
ネル」を「自動」に設定しておく必要があります。詳しくは、「無線 LANの基本設定
を行なう」(18ページ ) をご覧ください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「2.4GHz 基本」を順
にクリックする。
「2.4GHz 基本設定」画面が表示されます。

2 自動チャンネル変更の設定を変更する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 3章   無線 LANを設定する
SSID を管理する
SSID ごとに異なるセキュリティ設定ができます。 また、それぞれ異なるMACアドレ
スで動作するので、クライアントからは複数台の独立したアクセスポイントが存在し
ているように見えます。

 VAPを追加する
仮想アクセスポイント (VAP) を新規に追加できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「SSID 管理」を順
にクリックする。
「SSID 管理」画面が表示されます。

2 仮想アクセスポイントを設定する番号の「追加」をクリックする。
VAP設定画面が表示されます。
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第 3章   無線 LANを設定する
3 仮想アクセスポイントの情報を設定する。
ここで設定する SSID と PSK( 事前共有鍵 )は、パソコンから本製品に無線
LANで接続するときに使用します。詳しくは、第 4章の「本製品に無線
LAN接続する」(26 ページ ) をご覧ください。

4 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 3章   無線 LANを設定する
 VAPを編集する
追加した仮想アクセスポイントの設定を編集できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「SSID 管理」を順
にクリックする。
「SSID 管理」画面が表示されます。

2 編集する仮想アクセスポイントの「編集」をクリックする。
VAP設定画面が表示されます。
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第 3章   無線 LANを設定する
3 仮想アクセスポイントの情報を編集する。

4 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 3章   無線 LANを設定する
 VAPのステータスを変更する
追加した仮想アクセスポイントの有効 /無効を切り替えることができます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「SSID 管理」を順
にクリックする。
「SSID 管理」画面が表示されます。

2 ステータスを変更する仮想アクセスポイントの「有効」または「無
効」をクリックする。
仮想アクセスポイントのステータスが切り替わります。
24　WLX202 操作マニュアル



第 3章   無線 LANを設定する
 VAPを削除する
追加した仮想アクセスポイントを削除できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「SSID 管理」を順
にクリックする。
「SSID 管理」画面が表示されます。

2 削除する仮想アクセスポイントの「無効」をクリックする。

3 削除する仮想アクセスポイントの「削除」をクリックする。
仮想アクセスポイントが削除されます。
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第 4章 本製品に無線 LAN接続する
パソコンから本製品に無線 LANで接続します。第 3章の「SSID を管理する」で設定した
SSID と PSK( 事前共有鍵 )に従い設定してください。

また、パソコンの無線 LANの設定方法は、OSにより異なります。

ご注意
• OS の標準機能以外で無線 LANに接続する場合は、使用するソフトウェアのヘルプなど
をご覧ください。

• パソコンの無線 LAN機能をオンにしてから接続設定を行なってください。無線 LAN機
能の切り替えについては、パソコンに付属のマニュアルをご覧ください。

Windows 7 から接続する
1 通知領域 (タスクバー )の アイコンをクリックする。

2 本製品に設定した SSID 名を選択し、「接続」をクリックする。
「ネットワークに接続」画面が表示されます。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
3 「セキュリティ キー」欄に本製品に設定したPSK(事前共有鍵 )を入力し、
「OK」をクリックする。
本製品への接続を開始します。

接続が成功すると、通知領域 (タスクバー )のアイコンが に切り替わります。

ご注意
本製品に無線 LAN接続できないときは、「無線 LANに接続できない」(109
ページ ) をご覧ください。

「ネットワークの場所の設定」画面が表示された場合
ご利用環境に合わせ、任意の場所を選択してください。

ヒント
「ネットワークの場所の設定」について詳しくは、「選択についての説明を表示します」
をクリックし、記載内容を確認してください。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
Windows 8.1 から接続する
1 マウスカーソルを右上隅または右下隅に移動する。

チャームが表示されます。

2 「設定」をクリックする。
設定チャームが表示されます。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
3 ネットワークアイコンをクリックする。
ネットワークチャームが表示されます。

4 本製品に設定した SSID 名を選択し、「接続」をクリックする。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
5 本製品に設定した PSK( 事前共有鍵 ) を入力し、「次へ」をクリックする。
本製品への接続を開始します。

本製品に無線 LAN接続できないときは、「無線 LANに接続できない」(109
ページ ) をご覧ください。

6 ご利用環境に合わせ、パソコンの共有設定を選択する。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
Windows 10 から接続する
1 通知領域(タスクバー)のWi-Fiアイコンが (Wi-Fi ON)であることを

確認する。

(Wi-Fi OFF) の場合は、アイコンをクリックし「ネットワーク設定」で
「Wi-Fi」をクリックします。アイコンが に変わります。

2 通知領域 (タスクバー )のWi-Fi アイコン をクリックする。
ネットワークの一覧が表示されます。

3 本製品に設定した SSID 名を選択し、「接続」をクリックする。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
ヒント
「自動的に接続」をチェックしておくと、次回この SSID を受信した際に自動的
に接続されます。

4 「ネットワーク セキュリティ キーの入力」欄に本製品に設定した PSK
( 事前共有鍵 ) を入力し、「次へ」をクリックする。
本製品への接続を開始します。

接続が成功すると、通知領域 (タスクバー )のアイコンが に切り替わりま
す。

ご注意
本製品に無線 LAN接続できないときは、「無線 LANに接続できない」(109
ページ ) をご覧ください。

以下の画面が表示された場合
ご利用環境に合わせ、「はい」または「いいえ」を選択してください。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
Mac OS から接続する
ご注意

ここではOS X El Capitan (10.11) の場合を例に説明します。他の環境の場合は、画
面表示が多少異なりますが、操作は同じです。

1 メニューバーのWi-Fi アイコンが (Wi-Fi ON) であることを確認す
る。

(Wi-Fi OFF) の場合は、アイコンをクリックし「Wi-Fi を入にする」を選
択します。アイコンが に変わります。

2 メニューバーのWi-Fi アイコン をクリックし、表示されるネット
ワーク一覧から、本製品に設定した SSID 名を選択する。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
3 パスワードを入力する。
本製品への接続を開始します。

ヒント
「このネットワークを記憶」をチェックにしておくと、次回この SSID を受信し
た際に自動的に接続されます。

ご注意
本製品に無線 LAN接続できないときは、「無線 LANに接続できない」(109
ページ ) をご覧ください。
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第 4章   本製品に無線 LAN接続する
iOS から接続する
ご注意

ここでは iOS9.2.1 搭載の iPad の場合を例に説明します。他の環境の場合は、画面表
示が多少異なりますが、操作は同じです。

1 ホーム画面で「設定」 をタップする。
「設定」画面が表示されます。

2 「Wi-Fi」項目のWi-Fi スイッチをONにする。
「ネットワークを選択…」にネットワークの一覧が表示されます。
WLX202 操作マニュアル　35



第 4章   本製品に無線 LAN接続する
3 本製品に設定した SSID 名を選択し、パスワードを入力する。
本製品への接続を開始します。

接続が成功すると、画面左上にWi-Fi アイコンが表示されます。

ヒント
「接続を確認」スイッチをONにしておくと、次回この SSID を受信した際に自
動的に接続されます。

ご注意
本製品に無線 LAN接続できないときは、「無線 LANに接続できない」(109
ページ ) をご覧ください。
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第 5章 本製品を使いこなす
RADIUS サーバー機能を設定する
本製品は簡易 RADIUS サーバー機能を内蔵しています。 自身が持つ内部の RADIUS
サーバー機能を使用して、無線端末を認証できます。
本製品の RADIUS サーバー機能は、EAP-PEAP(MS-CHAPv2) 認証方式のみをサポー
トしています。

ご注意
サーバー証明書の検証機能は使用できません。 使用するサプリカントでサーバー証明
書の検証を行なわない設定にしてください。 

 RADIUS サーバーを設定する
RADIUS サーバー機能を使用するか否かと、認証に使用するポート番号を設定でき
ます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「サーバー設定」項目で、RADIUS サーバーの情報を設定する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 クライアント情報を管理する
RADIUS クライアントの情報を管理できます。RADIUS サーバーを内蔵 RADIUS
サーバーとしてのみ使用する場合は、本項目の設定は不要です。

 クライアント情報を追加する

RADIUS クライアントを新規に追加できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「クライアント一覧」項目の「追加」をクリックする。
クライアントの情報画面が表示されます。

3 クライアントの情報を設定する。

4 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 クライアント情報を編集する

追加した RADIUS クライアント情報を編集できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「クライアント一覧」項目で、編集するクライアントの「編集」
をクリックする。
クライアントの情報画面が表示されます。

3 クライアントの情報を編集する。

4 「クライアント一覧」項目の「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 クライアント情報を削除する

追加した RADIUS クライアント情報を削除できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「クライアント一覧」項目で、削除するクライアントの「削除」
をクリックする。
確認画面が表示されます。

3 「OK」をクリックする。
クライアント情報が削除されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 ユーザー情報を管理する
認証するユーザーの情報を管理できます。

 新しいユーザー情報を追加する

認証するユーザーを新規に追加できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「ユーザー管理」項目の「新しいユーザーを追加する」欄で、「追
加」をクリックする。
ユーザー情報画面が表示されます。

3 ユーザーの情報を設定する。
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第 5章   本製品を使いこなす
4 「ユーザー情報」項目の「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 ユーザー情報を編集する

追加したユーザー情報を編集できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「ユーザー管理」項目で、編集する端末の「編集」をクリックす
る。
ユーザー情報画面が表示されます。

3 ユーザーの情報を編集する。

4 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 ユーザー情報を削除する

追加したユーザー情報を削除できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「ユーザー管理」項目で、削除するユーザーの「削除」をクリッ
クする。
確認画面が表示されます。

3 「OK」をクリックする。
ユーザー情報が削除されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 すべてのユーザー情報を削除する

追加したすべてのユーザー情報をまとめて削除できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「ユーザー管理」項目の「全てのユーザー情報を削除する」欄で、
「実行」をクリックする。
確認画面が表示されます。

3 「OK」をクリックする。
すべてのユーザー情報が削除されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 ユーザー情報をCSVファイルへエクスポートする

追加したすべてのユーザー情報をテキストファイル (CSV形式 ) としてパソコ
ンに保存できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「ユーザー管理」項目の「CSVファイルへエクスポート」欄で、
「実行」をクリックする。
Internet Explorer の通知バーが表示されます。

3 通知バーで「保存」をクリックする。
現在のユーザー情報がCSV形式ファイル (radius_user.csv) として保存
されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 ユーザー情報をCSVファイルからインポートする

本製品からエクスポートしたCSVファイル (radius_user.csv) をインポート
し、ユーザー情報を設定できます。

ご注意
インポートを実行すると、現在のユーザー情報はすべて削除されますので、ご
注意ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「RADIUS サー
バー」を順にクリックする。
「RADIUS サーバー」画面が表示されます。

2 「ユーザー管理」項目の「CSVファイルからインポート」欄で、
「実行」をクリックする。
ファイル選択画面が表示されます。

3 インポート対象のファイルを指定する。
「参照」をクリックしてCSV形式ファイル (radius_user.csv) を指定し
ます。

4 「設定」をクリックする。
インポートしたファイルのユーザー情報に書き替えられます。
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第 5章   本製品を使いこなす
DHCPサーバー機能を設定する
本製品のDHCPサーバー機能を有効にすることによって、接続端末に対して IP アド
レスを配布できます。

ご注意
本製品をDHCPサーバーとして使用するためには、VAP側も内蔵DHCPサーバーを
使用する設定にしてください。詳しくは、「SSID を管理する」(20ページ ) をご覧く
ださい。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「DHCPサーバー」
を順にクリックする。
「DHCPサーバー」画面が表示されます。

2 DHCP サーバーの設定を変更する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
48　WLX202 操作マニュアル



第 5章   本製品を使いこなす
SNMP機能を設定する
SNMP (Simple Network Management Protocol) 管理ソフトウェアに対して、ネッ
トワーク管理情報のモニタと変更ができます。

 基本項目を設定する
SNMP機能の基本項目を設定できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「SNMP」を順に
クリックする。
「SNMP」画面が表示されます。

2 「基本項目の設定」項目で、SNMP機能の基本情報を設定する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 アクセスを許可する端末を設定する
SNMPのアクセスを許可する端末を設定できます。 SNMPのアクセスできる端末
を限定したい場合は、IP アドレスを指定してください。 

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「SNMP」を順に
クリックする。
「SNMP」画面が表示されます。

2 「アクセスを許可する端末の設定」項目を編集する。
SNMPのアクセスできる端末を限定したい場合は、「SNMPの利用を許可す
るホスト」項目で、「指定した IP アドレスを許可する」を選択します。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
 トラップの送信先を設定する
SNMPトラップを送信する端末を設定できます。  

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「拡張機能」－「SNMP」を順に
クリックする。
「SNMP」画面が表示されます。

2 「トラップの送信先の設定」項目を編集する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
無線 LANの詳細設定を行なう
無線 LANを使用するための詳細な設定ができます。本書では、2.4GHz 帯の詳細設定
を例に説明します。
また、ここで設定する項目は、同じ帯域の無線モジュールをバインドするすべての仮
想アクセスポイントに共通の設定となります。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線設定」－「2.4GHｚ 詳細」を
順にクリックする。
「2.4GHz 詳細設定」画面が表示されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
2 無線 LANの詳細設定を変更する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
「Web設定画面」のアクセスを制限する
本製品のセキュリティを確保するため、「Web設定画面」にアクセスできるホストを
制限できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「基本設定」を順に
クリックする。
「基本設定」画面が表示されます。

2 「HTTP サーバー機能」項目で、アクセスを許可するホストの情報を設定
する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 5章   本製品を使いこなす
本製品の場所を調べる
前面のランプを点滅させ、本製品の設置場所を確認できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「ここです」をクリックする。
「ここです」画面が表示されます。

2 「実行」をクリックする。
POWER以外のランプが30秒間点滅します。本製品の設置場所を確認してく
ださい。
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第 6章 本製品の運用管理
システム情報を確認する
本製品のシステム情報を確認できます。

ヒント
システム情報について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「システム情報」を
順にクリックする。
「システム情報」画面が表示されます。
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第 6章   本製品の運用管理
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第 6章   本製品の運用管理
端末一覧を表示する
本製品に無線 LANで接続している端末の情報を表示できます。本書では、2.4GHz 帯
の接続端末を例に説明します。

ヒント
表示内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「2.4GHz 接続端末一
覧」を順にクリックする。
「2.4GHz 接続端末一覧」画面が表示されます。

ヒント
先頭行の各項目にある▲▼をクリックすることで、表示内容を並べ替えること
ができます。
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第 6章   本製品の運用管理
ランプ (LED) の設定を変更する
本製品のランプ (LED) を点灯させるかを設定できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「LED」を順にク
リックする。
「LED」画面が表示されます。

2 LED の設定を変更する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 6章   本製品の運用管理
設定情報を管理する

 設定情報を表示する
現在の設定情報を画面に表示できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「設定 (保存 /復元 )」
を順にクリックする。
「設定 (保存 /復元 )」画面が表示されます。

2 「設定の表示」項目の「実行」をクリックする。
現在の設定情報が表示されます。

 設定情報を保存する
現在の設定情報をテキストファイルとしてパソコンに保存できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「設定 (保存 /復元 )」
を順にクリックする。
「設定 (保存 /復元 )」画面が表示されます。

2 「設定のバックアップ」項目の「実行」をクリックする。
Internet Explorer の通知バーが表示されます。

3 Internet Explorer の通知バーで「保存」をクリックする。
現在の設定情報が保存されます。
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第 6章   本製品の運用管理
 設定情報を復元する
パソコンに保存した設定情報を本製品に復元できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「設定 (保存 /復元 )」
を順にクリックする。
「設定 (保存 /復元 )」画面が表示されます。

2 「設定のリストア」項目の「リストアする設定ファイル」欄で、「参
照」をクリックする。

「アップロードするファイルの選択」ダイアログが表示されます。

3 設定情報が保存されたテキストファイルを指定し、「開く」をクリッ
クする。

4 「設定のリストア」項目の「設定をリストアする」欄で、「実行」を
クリックする。

設定情報が復元されます。
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第 6章   本製品の運用管理
ファームウェアを更新する
本製品の機能を管理するプログラム (ファームウェア )を更新して、最新の機能を利用
できます。

ご注意
• ファームウェアの更新を始めたら、本製品の再起動が完了するまで他の操作は絶対
に行なわないでください。万一、中断したときは本製品が使えなくなることがあり
ます。その場合は、持ち込み修理が必要となります。

• ファームウェアの更新中は、すべての通信が切断されます。
• ファームウェアの更新中は、絶対にケーブル類を抜かないでください。本製品が使
えなくなることがあります。その場合は、持ち込み修理が必要となります。

 ファームウェアのリビジョンを確認する
現在のファームウェアのリビジョンを確認できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ファームウェア
更新」を順にクリックする。
「ファームウェア更新」画面が表示されます。

2 「ファームウェア情報」項目を確認する。
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第 6章   本製品の運用管理
 パソコン上のファームウェアを使って更新する
あらかじめパソコンに保存しておいたファームウェアを使って更新できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ファームウェア
更新」を順にクリックする。
「ファームウェア更新」画面が表示されます。

2 「PC上のファームウェアを転送する」項目の「ファームウェアファイ
ル」欄で、「参照」をクリックする。

「アップロードするファイルの選択」ダイアログが表示されます。

3 ファームウェアファイルを指定し、「開く」をクリックする。

4 「PC上のファームウェアを転送する」項目の「ファイルを転送し更
新」欄で、「実行」をクリックする。
ファームウェアの更新が開始されます。更新中は、POWERランプ以外のラ
ンプが点滅します。
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第 6章   本製品の運用管理
 Webサイトから更新する
ヤマハのWebサイトからファームウェアをダウンロードし、更新できます。ま
た、ファームウェアのダウンロードサイトを変更できます。

ご注意
ファームウェアを更新する場合は、本製品がインターネットにアクセスできる環境
に設置されている必要があります。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ファームウェア
更新」を順にクリックする。
「ファームウェア更新」画面が表示されます。

2 「Webサイトから取得する」項目の「Webサイトから更新する」欄
で、「実行」をクリックする。
最新のファームウェアがある場合は、ファームウェアの更新が開始されま
す。更新中は、POWERランプ以外のランプが点滅します。

 ヤマハのWebサイト以外からダウンロードする場合

「Webサイトから取得する」項目の「ダウンロードするURL」欄で、「その他」
を選択し接続先のURL を入力してから「設定」をクリックしてください。ダウ
ンロード先が切り替わりますので、手順 2の操作に従いファームウェアを更新
してください。
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第 6章   本製品の運用管理
ログを管理する

 Syslog サーバーを設定する
Syslog を送信するホストを設定できます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ログ (Syslog)」
を順にクリックする。
「ログ (Syslog)」画面が表示されます。

2 「ログの設定」項目で、Syslog を送信するホストの IP アドレスを入力
する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 6章   本製品の運用管理
 Syslog を表示する
本製品に保存されている Syslog を画面に表示できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ログ (Syslog)」
を順にクリックする。
「ログ (Syslog)」画面が表示されます。

2 「ログの表示」項目の「実行」をクリックする。
Syslog が表示されます。

 Syslog を保存する
本製品に保存されている Syslog を、テキストファイルとしてパソコンに保存でき
ます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ログ (Syslog)」
を順にクリックする。
「ログ (Syslog)」画面が表示されます。

2 「ログの保存」項目の「実行」をクリックする。
Internet Explorer の通知バーが表示されます。

3 Internet Explorer の通知バーで「保存」をクリックする。
Syslog が保存されます。
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 Syslog を消去する
本製品に保存されている Syslog を消去できます。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ログ (Syslog)」
を順にクリックする。
「ログ (Syslog)」画面が表示されます。

2 「ログの消去」項目の「実行」をクリックする。
確認画面が表示されます。

3 「OK」をクリックする。
ログが消去されます。
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第 6章   本製品の運用管理
レポートファイルを保存する
システムのセットアップに関する情報やネットワーク情報を、テキストファイルとし
てパソコンに保存できます。お客様が使用されている本製品の状態を把握するために、
ヤマハサポート窓口の担当者がレポートファイルを確認させていただくことがありま
す。詳しくは、「サポート窓口のご案内」(112ページ ) をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「レポートファイル」
を順にクリックする。
「レポートファイル」画面が表示されます。

2 「実行」をクリックする。
Internet Explorer の通知バーが表示されます。

3 Internet Explorer の通知バーで「保存」をクリックする。
レポートファイルが保存されます。
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本製品を再起動する
本製品を再起動できます。再起動が完了するまでは本製品にアクセスできません。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「再起動」を順にク
リックする。
「再起動」画面が表示されます。

2 「実行」をクリックする。
確認画面が表示されます。

3 「OK」をクリックする。
本製品が再起動します。
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第 6章   本製品の運用管理
ネットワーク接続を確認する
指定した宛先と通信テストを行ない、ネットワークの接続状態を確認できます。

ヒント
通信テストの内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「ネットワーク確認」
を順にクリックする。
「ネットワーク確認」画面が表示されます。

2 確認内容に合わせて宛先の IP アドレスを入力し、「実行」をクリックす
る。
実行結果が表示されます。
70　WLX202 操作マニュアル



第7章 L2MSコントローラーとの連携機能
本製品は L2MSスレーブ機能を搭載しています。L2MSコントローラー機能を搭載するヤ
マハルーターやヤマハスイッチから、本製品の設定の変更や状態の確認などを行なうこと
ができます。

本製品の L2MSスレーブ機能を有効にする
L2MSコントローラーとの連携機能を使用するために、本製品の L2MSスレーブ機能
を有効にします。

ヒント
工場出荷状態では L2MSスレーブ機能は有効に指定されています。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「基本設定」を順に
クリックする。
「基本設定」画面が表示されます。

2 「L2MSスレーブ」項目で「使用する」を選択する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
L2MS コントローラー (RTX1210) のWeb GUI
(「LANマップ」)から操作する

RTX1210のWeb GUI (「LANマップ」)から本製品を操作できます。本書では、本
製品と RTX1210、SWX2200-8PoE を組み合わせた場合を例に説明します。

ヒント
• RTX1210 のWeb GUI の使用方法について詳しくは、「ヤマハルーター Web GUI
操作マニュアル」をご覧ください。

• RTX1210 のWeb GUI を使用するために利用可能なWebブラウザーについては、
下記のURL をご覧ください。
http://www.rtpro.yamaha.co.jp/RT/FAQ/gui/browser.html

ご注意
本書ではWindows 7 で Internet Explorer 11 を使用した場合のWeb GUI の画面
を例に説明します。他の環境の場合は画面表示が多少異なりますが、基本的な操作は
同じです。

「LANマップ」画面を開くには
RTX1210のWeb GUI にアクセスできるパソコンから操作してください。

1 RTX1210 のWeb GUI のトップページを開く。
① RTX1210、SWX2200-8PoE と本製品を LANケーブルで接続します。
② パソコンでWebブラウザーを起動します。
③ アドレスバーに「http://(RTX1210 の IP アドレス )」と半角英数字で入

力し、Enter キーを押します。
「ユーザー名」と「パスワード」を入力する画面が表示されます。

④「ユーザー名」欄と「パスワード」欄に、設定したユーザー名とパスワー
ドを入力し、「OK」をクリックする。
Web GUI のトップページが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
2 Web GUI のトップページから、「LANマップ」タブをクリックし、
画面右上の「設定」ボタンをクリックする。
「LANマップの設定」ダイアログが表示されます。

3 本製品および SWX2200-8PoE が接続されているインターフェース
を、「LANマップを使用する」に切り替える。
本製品に接続された端末も管理したい場合は、「端末も監視、管理する」に
チェックを入れてください。

4 「設定の確定」をクリックする。
設定が反映され、「LANマップ」画面が表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 本製品の情報を表示する
RTX1210の「LANマップ」画面に、本製品の情報を表示できます。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメニュー
から、本製品が接続されたインターフェースを選択する。

2 「ツリー」ビューで本製品を選択する。
「機器詳細と設定」ビューに本製品の情報が表示されます。「LANマップの設
定」ダイアログの設定 (73ページ ) で「端末も監視、管理する」にチェック
を入れた場合は、「接続機器」ビューに本製品に接続している端末の情報が
表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 本製品の IP アドレスを変更する
RTX1210の「LANマップ」画面から、本製品の IP アドレスを変更できます。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメニュー
から、本製品が接続されたインターフェースを選択する。

2 「ツリー」ビューでコントローラーを選択する。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
3 「機器詳細と設定」ビューの「スレーブの管理」ボタンをクリックす
る。
「スレーブの管理」ダイアログが表示されます。

4 「無線APの管理」項目の「IP アドレス」欄の「設定」ボタンをクリッ
クする。
「IP アドレスの設定」ダイアログが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
5 IP アドレスを設定し、「設定の確定」ボタンをクリックする。
IP アドレスが変更され、「IP アドレスの設定」ダイアログが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 本製品の設定を管理する
本製品の設定を RTX1210 内に保存できます。設定を保存しておけば、本製品が故
障した際に保存時の設定状態まで復旧できます。

 本製品の設定の管理方法を変更する

本製品の設定を保存する際に、設定情報を経路で管理するのか、MACアドレ
スで管理するのかを設定できます。

経路での管理
本製品の故障などで機器を入れ替えても、同じポートに接続された本製品に対
して保存時の設定状態まで復旧できます。

MACアドレスでの管理
本製品の接続ポートを変更しても、その機器に対して保存時の設定状態まで復
旧できます。

ヒント
工場出荷状態ではMACアドレスで指定されています。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメ
ニューから、本製品が接続されたインターフェースを選択する。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
2 「ツリー」ビューでコントローラーを選択する。

3 「機器詳細と設定」ビューの「スレーブの管理」ボタンをクリッ
クする。
「スレーブの管理」ダイアログが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
4 「無線APの管理」項目の「無線APの指定方法」欄の「設定」ボタ
ンをクリックする。
「指定方法の変更」ダイアログが表示されます。

5 「設定の確定」ボタンをクリックする。
設定が保存されます。

ヒント
「設定の確定」をクリックするたびに、「経路指定」と「MAC アドレス
指定」が交互に切り替わります。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 本製品の設定を保存する

本製品の設定を RTX1210内に保存できます。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメ
ニューから、本製品が接続されたインターフェースを選択する。

2 「ツリー」ビューでコントローラーを選択する。
WLX202 操作マニュアル　81



第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
3 機器詳細と設定ビューの「スレーブの管理」ボタンをクリックす
る。
「スレーブの管理」ダイアログが表示されます。

4 「無線APの管理」項目の「CONFIG」欄の「保存」ボタンをク
リックする。
「CONFIG の保存」ダイアログが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
5 「実行」ボタンをクリックする。
設定 (CONFIG) が保存され、「スレーブの管理」ダイアログが表示され
ます。

ヒント
ネットワーク内のすべてのヤマハ無線 LANアクセスポイントの設定
(CONFIG) を保存するときは、「無線APの CONFIGの一括操作」欄の
「保存」ボタンをクリックします。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 本製品の設定を復元する

RTX1210内に保存した設定から、本製品の設定を復元できます。

ヒント
• 本製品の設定の復元は、「本製品の設定の管理方法を変更する」(78 ページ )
で指定した 本製品に対して実行されます。

•「本製品の設定の管理方法を変更する」(78 ページ ) で指定した本製品の設定
がコントローラー内に保存されている場合、対象の本製品が工場出荷状態で
あれば設定が自動的に復元されます。工場出荷状態でない場合は、本章の復
元操作を行なう必要があります。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメ
ニューから、本製品が接続されたインターフェースを選択する。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
2 「ツリー」ビューでコントローラーを選択する。

3 機器詳細と設定ビューの「スレーブの管理」ボタンをクリックす
る。
「スレーブの管理」ダイアログが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
4 「無線APの管理」項目の「CONFIG」欄の「復元」ボタンをク
リックする。
「CONFIG の復元」ダイアログが表示されます。

5 「実行」ボタンをクリックする。
設定 (CONFIG) が復元され、「スレーブの管理」ダイアログが表示され
ます。

ヒント
ネットワーク内のすべてのヤマハ無線 LANアクセスポイントの設定
(CONFIG) を復元するときは、「無線APの CONFIGの一括操作」欄の
「復元」ボタンをクリックします。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 保存した設定を削除する

RTX1210内に保存した設定を削除できます。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメ
ニューから、本製品が接続されたインターフェースを選択する。

2 「ツリー」ビューでコントローラーを選択する。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
3 機器詳細と設定ビューの「スレーブの管理」ボタンをクリックす
る。
「スレーブの管理」ダイアログが表示されます。

4 「無線APの管理」項目の「CONFIG」欄の「削除」ボタンをク
リックする。
「CONFIG の削除」ダイアログが表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
5 「実行」ボタンをクリックする。
設定 (CONFIG) が削除され、「スレーブの管理」ダイアログが表示され
ます。

ヒント
ネットワーク内のすべてのヤマハ無線 LANアクセスポイントの設定
(CONFIG) を削除するときは、「無線APの CONFIGの一括操作」欄の
「削除」ボタンをクリックします。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 本製品の「Web設定画面」を開く
RTX1210の「LANマップ」画面から、本製品の「Web設定画面」にアクセスで
きます。L2MSコントローラーを経由することで、遠隔拠点からVPNや静的 IP マ
スカレードなどを使わなくても本製品の設定を行なうことができます。

1 「LANマップ」画面の「インターフェース選択」プルダウンメニュー
から、本製品が接続されたインターフェースを選択する。

2 「ツリー」ビューで本製品を選択する。
「機器詳細と設定」ビューと「接続機器」ビューの表示が切り替わります。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
3 「機器詳細と設定」ビューの「無線APの設定」ボタンをクリックす
る。
本製品の「Web設定画面」が表示されます。
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
L2MS コントローラー (ヤマハルーター )のコン
ソールコマンドで設定を変更する

ヤマハルーターにコンソールコマンドを送って、本製品の各種機能を設定したり状態
を確認したりできます。コンソールコマンドを使うと、Web GUI より詳しい設定が
行なえます。

ヒント
ヤマハルーターのコンソールコマンドについて詳しくは、ご使用のヤマハルーターの
コマンドリファレンスをご覧ください。

 ヤマハルーターのコンソールコマンド一覧

 本製品を選択する
ap select ap 

 本製品の設定ファイルを保存するディレクトリを指定する
ap config directory path

 本製品の設定を保存する時のファイル名を指定する
ap config filename name

 本製品の設定を保存する
ap control config get [ap]

 保存した本製品の設定から復元する
ap control config set [ap]
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第 7章   L2MS コントローラーとの連携機能
 保存した本製品の設定を削除する
ap control config delete [ap]

 本製品のゼロコンフィグ機能を設定する
ap control config-auto-set use use 

 本製品のファームウェアを更新する
ap control firmware update go [ap]

 本製品の制御用のHTTP プロキシ機能を設定する 
ap control http proxy use use

 本製品の制御用のHTTPプロキシのセッションタイムアウト時間を設定
する 
ap control http proxy timeout timeout
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第 8章 複数の本製品を管理する
(無線 LANコントローラー機能 )
複数の本製品を同一のネットワークに設置する場合に、1台の本製品から最大15台まで
の他の本製品を管理できます。

ご注意
• 無線 LANコントローラー機能を使用する場合は、すべての本製品のファームウェアの
リビジョンを同一にする必要があります。

• 無線 LANコントローラー機能で管理できる無線 LANアクセスポイントは本製品のみで
す。別機種のヤマハ無線アクセスポイントは管理できません。

無線 LANコントローラー機能の用語について
Controller-AP
他の本製品を管理する本製品です。同一のネットワークで1台のみ設定できます。

Member-AP
Controller-AP によって管理される本製品です。同一のネットワークで最大15台ま
で設定できます。

グループ
Controller-AP とMember-AP を合わせてグループと呼びます。本製品の管理はグ
ループ単位で行ないます。

代替Controller-AP
Member-AP のうち 1台を代替Controller-AP として指定できます。Controller-AP
が故障などの理由により使用できなくなった場合に、代替Controller-AP の役割を
Controller-AP に変更することで、Controller-AP の動作を引き継ぐことができます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
無線 LANコントローラー機能の基本設定を行なう
無線 LANコントローラー機能を使用するためには、以下の基本設定を行なう必要があ
ります。

Controller-AP を設定する (95 ページ )
Member-AP を設定する (96ページ )
グループを定義する (97ページ )

 Controller-AP を設定する
Controller-AP として使用したい本製品に対して基本設定を行ないます。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「基本
設定」を順にクリックする。
「基本設定」画面が表示されます。

2 「コントローラー設定」項目の「無線 LANコントローラー機能」欄で
「使用する」を選択し、「役割」欄で「Controller-AP」を選択する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
 Member-AP を設定する
Member-AP として使用したい本製品に対して基本設定を行ないます。

ご注意
Member-AP として使用したいすべての本製品に対して、この設定を行なってくだ
さい。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「基本
設定」を順にクリックする。
「基本設定」画面が表示されます。

2 「コントローラー設定」項目の「無線 LANコントローラー機能」欄で
「使用する」を選択し、「役割」欄で「Member-AP」を選択する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存されます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
 グループを定義する
Controller-AP 側からMember-AP を追加することでグループを定義します。

ご注意
本操作は、無線 LANコントローラー機能の基本設定で「役割」を「Controller-
AP」に設定した場合のみ行なえます。詳しくは、「Controller-AP を設定する」
(95ページ ) をご覧ください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「グ
ループ定義」を順にクリックする。
「グループ定義」画面が表示されます。

2 「発見したAP一覧」項目の「グループに追加する」欄で、グループに
追加したいMember-AP にチェックを入れる。

ヒント
すべての本製品をMember-AP に追加したいときは、「すべて選択」ボタン
をクリックします。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が保存され、「グループAP一覧」項目に、追加したMember-AP
の情報が表示されます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
代替Controller-AP を指定する
Controller-AP から、Member-AP のうち 1台を代替Controller-AP として指定でき
ます。

ご注意
本操作は、無線 LANコントローラー機能の基本設定で「役割」を「Controller-AP」
に設定した場合のみ行なえます。詳しくは、「無線 LANコントローラー機能の基本設
定を行なう」(95ページ ) をご覧ください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「グルー
プ定義」を順にクリックする。
「グループ定義」画面が表示されます。

2 「グループAP一覧」項目の「代替機」欄で、代替Controller-AP として
指定したいMember-AP を選択する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容が反映されます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
グループのシステム情報を設定する
Controller-AP から、グループの機器情報 (名称 /設置場所 ) や IP アドレスを設定で
きます。

ご注意
本操作は、無線 LANコントローラー機能の基本設定で「役割」を「Controller-AP」
に設定した場合のみ行なえます。詳しくは、「無線 LANコントローラー機能の基本設
定を行なう」(95ページ ) をご覧ください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「AP情報
設定」を順にクリックする。
「AP情報設定」画面が表示されます。

2 「AP情報設定」項目を編集する。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
3 「設定」をクリックする。
設定内容がController-AP に保存されます。

ご注意
設定内容を実際に反映させるためには、「グループに設定した情報を送信する」
(103ページ ) を行なう必要があります。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
グループの無線 LAN情報を設定する
Controller-AP から、グループの無線 LANチャンネルや無線 LAN送信出力を設定で
きます。

ご注意
本操作は、無線 LANコントローラー機能の基本設定で「役割」を「Controller-AP」
に設定した場合のみ行なえます。詳しくは、「無線 LANコントローラー機能の基本設
定を行なう」(95ページ ) をご覧ください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「無線設
定」を順にクリックする。
「無線設定」画面が表示されます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
2 「グループ無線設定」項目を編集する。

3 「設定」をクリックする。
設定内容がController-AP に保存されます。

ご注意
設定内容を実際に反映させるためには、「グループに設定した情報を送信する」
(103ページ ) を行なう必要があります。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
グループに設定した情報を送信する
Controller-AP からグループに対して、システム情報や無線 LAN情報の設定を送信し
ます。

ご注意
本操作は、無線 LANコントローラー機能の基本設定で「役割」を「Controller-AP」
に設定した場合のみ行なえます。詳しくは、「無線 LANコントローラー機能の基本設
定を行なう」(95ページ ) をご覧ください。

ヒント
設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「設定送
信」を順にクリックする。
「設定送信」画面が表示されます。

2 送信先Member-AP にチェックを入れる。

ヒント
すべてのMember-AP に送信するときは、「すべて選択」ボタンをクリックしま
す。

3 「設定」をクリックする。
設定内容がMember-AP に反映されます。
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第 8章   複数の本製品を管理する ( 無線 LANコントローラー機能 )
グループの情報を確認する
Controller-AP から、グループのシステム情報および無線情報を確認できます。

ご注意
本操作は、無線 LANコントローラー機能の基本設定で「役割」を「Controller-AP」
に設定した場合のみ行なえます。詳しくは、「無線 LANコントローラー機能の基本設
定を行なう」(95ページ ) をご覧ください。

ヒント
表示内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」をご覧ください。

1 「Web設定画面」のメニューから、「無線コントローラー」－「AP情報
表示」を順にクリックする。
「AP情報表示」画面が表示されます。
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第 9章 困ったときは
故障かな ? と思ったら
本書の内容をご覧になり、問題が解決できるかご確認ください。それでも問題が解決
しない場合は、サポート窓口までご相談ください (112 ページ )。

POWERランプが点灯しない (106ページ )
「Web設定画面」で設定できない (107 ページ )
無線 LANに接続できない (109ページ )
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第 9章   困ったときは
 POWERランプが点灯しない

症状 原因 対策

POWERランプが点灯し
ない

電源が入っていない PoE 給電機器から給電している場合
1. PoE 給電機器の給電機能が設定

されているか確認し、設定され
ていなければ給電機能を設定し
てください。詳しくは PoE 給電
機器の取扱説明書をご覧くださ
い。

2. PoE 給電機器から問題なく給電
されている場合は、LANケーブ
ルを交換してください。

3. LANケーブルを交換しても
POWERランプが点灯しない場
合は、本製品が故障している可
能性があります。修理を依頼し
てください。修理の依頼につい
て詳しくは、取扱説明書をご覧
ください。

電源アダプター (YPS-12HT) を使用
している場合
1. 電源アダプターを本製品とコン

セントから取り外し、接続しな
おしてください。

2. 電源アダプターを接続しなおし
ても POWERランプが点灯しな
い場合は、電源アダプターを交
換してください。

3. 電源アダプターを交換しても
POWERランプが点灯しない場
合は、本製品が故障している可
能性があります。修理を依頼し
てください。修理の依頼につい
て詳しくは、取扱説明書をご覧
ください。

ランプ (LED) が「使用し
ない ( 消灯 )」に設定さ
れている。

ランプ (LED) の設定を「点灯する」
または「POWER LEDのみ使用す
る」に変更してください。詳しく
は、「ランプ (LED) の設定を変更す
る」(59 ページ ) をご覧ください。
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第 9章   困ったときは
「Web設定画面」で設定できない

症状 原因 対策

「Web設定画面」が表示
できない

本製品とパソコンが、同
じネットワークに接続さ
れていない

本製品とパソコンを、同じネット
ワークに接続してください。

パソコンがネットワーク
にアクセスできていない

1. パソコンのネットワーク設定が
間違っていないか確認してくだ
さい。間違っている場合は、お
使いの環境に合わせて設定して
ください。確認方法や設定方法
は、パソコンに付属のマニュア
ルをご覧ください。

2. LANケーブルを接続しなおして
ください。

3. LANケーブルを接続しなおして
もアクセスできない場合は、
LANケーブルを交換してくださ
い。

4. LANケーブルを交換してもアク
セスできない場合は、パソコン
のネットワークデバイスが正常
に動作しているか確認してくだ
さい。正常に動作していない場
合は、パソコンを再起動するな
どし正常に動作するようにして
ください。確認方法や復旧方法
は、パソコンに付属のマニュア
ルをご覧ください。
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第 9章   困ったときは
「Web設定画面」が表示
できない ( つづき )

本製品がネットワークに
アクセスできていない

1. LANケーブルを接続しなおして
ください。

2. LANケーブルを接続しなおして
もアクセスできない場合は、
LANケーブルを交換してくださ
い。

3. LANケーブルを交換してもアク
セスできない場合は、本製品の
設定を初期化してください。初
期化の方法については、「本製
品の設定を初期化する」(110
ページ ) をご覧ください。

4. 初期化してもアクセスできない
場合は、本製品が故障している
可能性があります。修理を依頼
してください。修理の依頼につ
いて詳しくは、取扱説明書をご
覧ください。

ユーザー名とパスワード
を入力しても「Web設
定画面」が表示できない

ユーザー名とパスワード
が間違っている

1. 正しいユーザー名とパスワード
を入力してください。ユーザー
名とパスワードは、全角 /半角
や大文字 /小文字の違いも区別
されるため、必ず半角英数字で
大文字 /小文字まで正確に入力
してください。

2. 正しいユーザー名とパスワード
が分からない場合は、本製品を
初期化し最初から設定をしなお
してください。初期化の方法に
ついては、「本製品の設定を初
期化する」(110 ページ ) をご
覧ください。

症状 原因 対策
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第 9章   困ったときは
 無線 LANに接続できない

症状 原因 対策

パソコンから本製品の
SSID を確認できない

パソコンの無線 LAN機
能が動作していない

パソコンの無線 LAN機能をオンに
してください。無線 LAN機能の切
り替えについては、パソコンに付属
のマニュアルをご覧ください。

本製品の無線がパソコン
に届いていない

パソコンを本製品の近くに移動させ
てください。

仮想アクセスポイントが
設定されていない

仮想アクセスポイントを設定してく
ださい。詳しくは、「VAPを追加す
る」(20 ページ ) をご覧ください。

仮想アクセスポイントの
「SSID の通知」欄が「非
通知にする」に設定され
ている

設定した SSID を直接入力してくだ
さい。

仮想アクセスポイントの
ステータスが「無効」に
設定されている

仮想アクセスポイントのステータス
を「有効」に設定してください。詳
しくは、「VAPのステータスを変更
する」(24ページ ) をご覧くださ
い。

無線機能の基本設定で無
線機能が「使用しない」
に設定されている

無線機能を「使用する」に設定して
ください。詳しくは、「無線 LANの
基本設定を行なう」(18ページ ) を
ご覧ください。
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第 9章   困ったときは
本製品の設定を初期化する
本製品の設定をお買い上げいただいた時の状態 (工場出荷状態 )に戻すことができま
す。

ご注意
初期化後に設定内容を元の状態に戻すためにはバックアップファイルが必要です。元
の状態に戻す必要がある場合は、初期化する前にバックアップファイルを作成してお
いてください。設定内容を保存する方法については、「設定情報を保存する」(60ペー
ジ ) をご覧ください。

「Web設定画面」から初期化する
本製品を「Web設定画面」から初期化する場合は、次の操作を行なってくださ
い。

1 「Web設定画面」のメニューから、「管理機能」－「初期化」を順に
クリックする。
「初期化」画面が表示されます。

2 「実行」をクリックする。
確認画面が表示されます。

3 「OK」をクリックする。
すべての設定が初期化されます。
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 INIT スイッチで初期化する
本製品を「Web設定画面」から初期化できない場合は、次の操作を行なってくだ
さい。

1 INIT スイッチを押しながら、本製品の電源を入れる。

2 INIT スイッチを離す。
POWERランプが橙色に点灯し、WLANランプと SLAVEランプが消灯して
いることを確認してから INIT スイッチを離します。
すべての設定が初期化されます。
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サポート窓口のご案内

 お問い合わせの前に

 本書をもう一度ご確認ください

本書をよくお読みになり、問題が解決できるかご確認ください。

 レポートファイル、ログ情報や設定情報をご確認ください

お客様が使用されている本製品の状態を把握するために、弊社の担当者がレ
ポートファイル、ログ (Syslog) 情報や設定 (Config) 情報を確認させていただ
くことがあります。ログ情報や設定情報を問題の症状と合わせてお知らせいた
だくことで、問題の解決が早まることがあります。
レポートファイル、ログ情報や設定情報について詳しくは、「レポートファイル
を保存する (68ページ )、「Syslog を表示する」(66ページ ) と「設定情報を表
示する」(60 ページ ) をご覧ください。

 お問い合わせ窓口
本製品に関する技術的なご質問やお問い合わせは、下記へご連絡ください。

 ヤマハルーターお客様ご相談センター

TEL：03-5651-1330
FAX：053-460-3489

ご相談受付時間
9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
( 土・日・祝日、弊社定休日、年末年始は休業とさせていただきます )

お問い合わせページ
http://jp.yamaha.com/products/network/ からサポートページにお進みく
ださい。
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ヤマハルーターお客様ご相談センター
TEL：03-5651-1330
FAX：053-460-3489

ご相談受付時間
9:00～12:00、13:00～17:00
( 土・日・祝日、弊社定休日、年末年始は休業とさせていただきます )

お問い合わせページ
http://jp.yamaha.com/products/network/ から
サポートページにお進みください。

Manual Development Department
© 2016 Yamaha Corporation
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